
林業試驗報吿

第三卷 第二號

帝室林野局林業試驗場

昭和十年十二月



林木の發生,生長を左右する環境因子は多種多樣にして素よりー因子 

を以て我示するを很ざるも,土壊酸度は造林上一應檢討すべやものミ認 

め,東京,名古屋兩支局管內の杉造林地の土壊に就9調査し且之に關聯 

したる株岩の補類,竝に杉林の生長を査定したるを以て玆に報告す。

本調査資料採集に際し,多大の劳を煩したる東京,名古屋兩支局員胞 

に出張所々貝に謝意を表す。

昭和十年十二月

帝室林野局林業試驗場長

技師 中村賢一郞



スギ人工林上壤の酸度竝に鹽基飽和度に就て

01' THE ACIOITY AND THEA CONTRIBUTION TO THE STUOY

THE SOILS UNDER SUGIDEGREE OE SATURATION 〇ド

Don.) STANDS{Cryplomcria jaj^on ica

By

Ohm asaMasataka

次目

i

2

3

11

•39

頁

1

大 政 正 隆

緒 言・

仲 試材料■

實 驗方法

竹 驗成結

考 察

R c s u m c 



スギ人工•林上壊の酸度竝に鹽基飽和度に就て

大 政 正 隆

緖 盲

異に著黄(18)は木竹御料林に於けるヒノキ人工林の土壊酸度に就て調査し,酸性土壤に 

對L比較的抵忧の强いとされてゐるヒノキも,パ4-°を示す如き强酸性地に於ては漑して生 

長不良なることを報吿し,斯る强酸性地に於ける造林は須らく考慮を要する盲を述べた。守 

屋及び永井氏(17)によれば,スギはヒノキと異り,本邦応針葉樹中酸性土壤に對する抵抗 

の最も弱い樹辙の一つである。從って,これが造林に際して,土壤酸度はー・眉・重:耍なる立地 

條件として取扱はれなければならめ帯でおる。然るに,從來スギ林地の酸度に關する硏究は 

極めて少く,多くの事項は未解決の傩におる。依って,著者はこの方面の硏究の一助たらし 

めんとして,御料林のスギ人工林に就き,表層・土のpH in,检換酸度,加水酸度竝に組蝴 

和度に關する調赤を逆めたのであるが,多少の成績を得たので,こゝにそれを報吿する。

本硏究に當り,實驗に谁接助力せられたる森經一氏,植本发吉氏及び材料採菓の勞を執ら 

れたる東京,名古屋兩支局の各位に對し深甚なる謝意を表する。

供 試 材 料

供試材料には束京及び名古屋支局管內のスギ人工林286箇所に於て,深さ〇〜10cmから 

採集した土壤を做てた。卽ち,各試驗地箇:に採栗した土壊を混合して風花し,2 mm目の圖 

孔飾を以て飾別し,これを通る細土に就て實驗することにした。⑴ 抑々森林土壊を林木の生 

育と關係して硏究する場合には,土壊縱斷面の調査が必耍であるが,上述の如く表層•土のみ 

を採集した所以は,本實驗の主たる目的がスギ人工林土壊の酸度及び鹽基飽和度の大圖を知 

悉するにあった爲,可及的多數の箇所から材料を得る必要があったのと,他方には,將來土

⑴ 淼林土壤の硏究試料の採集方法は甚だ困難であり,成近に於ても G. Deines及びR. Klein- 
schmit氏(.2), G. Krauss及びF. Hiirtel氏(11)がこれに對して詳細なる意見を發表してゐ 

る。本研究に於てはその日的に鑑み,最も節易なる方法を32んだ。
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壤微生物學的硏究を進める爲の參考資料を奪たい市望もあったからである。スフ、ギの細根は 

表眉土中に非常に多く存在すること(16,20)をおへ,この唇の性賞を林水の生肖と關係せし 

めて考察することは,必ずしも無.卷義でないとも信じたからであろ。この爭に關しては後に 

論及したい。採集地の詳細は第一表(20頁ー37頁)に示す如くである。

實 驗 方 法⑴

1. pH價の測定 土壤のpH僵は,夫々蒸溜水及び1N-KC!液を川ひて土壊懸濁 

液を製り,キンヒドロン筮極法に依って測定した。卽ち風乾土壤40 gを振避既に採り,蒸 

溜水若くは1N-KC1液100ccを加へ,密栓を為して!0分間振汲し,懸濁液を用ひ,常法 

に從って缶位差を測定した。

2. 置換酸度(め)の測定 風乾土壤40 gに1N-KC1液100 ccを加へ,!時間振 

盪して泌過し,滤・液50 ccを採り,フエノールフクレインを指示藥として1/lON-NaOIIを 

以て滴定し,得數を土壤100g相當宛に換算して,實驗酸度數(刃)を得た。

3. 加水酸度(2/1)の測定 風乾土壤40gに1N一酷酸石灰液lOOccを加へ,1時 

間振汲して濾過し,濾液25 ccを採り,フエノールフタレインを指示藥として!/10 N-NaOH 

を以て滴定し,得數を土壤!00g相當量に換算して,實驗酸度數(力)を得た。

4. 鹽基飽和度(V)の測定 本實驗の趣旨が,測定上の多少の缺點は一應考慮の外

に兇き,成ろ可く容易なる方法を用ひて廣く •調査を行ふにあった爲,最も簡易なるKappcn 

氏法(8)を採用した。卽ち先づ風乾土壊50 gに!/10N-IIC1250 ccを加へて1時間振盪 

し,翌日迄靜置して上澄液を濾過し,濾液25 ccを採り,フエノールフタレインを指示藥と 

して!/10 N-NaOHを用ひて滴定し,試料により消費せられたるHC1の址から置換性鹽 

基(S)のmg當量を求め,これを土壤100gに對する依に換算した。次に加水酸度(め) 

の値に6.5を乘じ,これをmg當量で表はしてT-Sの値を求め,次式によってVの値 

を算出した。

寸100-S

T — Sを算出する場合には,置換容量(T)の小なる場合,又は弱酸性若くは中性の土壤の

實験方法は大體 〇• Lemmcrmann氏の若書(13)に依った!> 
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場合常;には,更に小さい係數を用ひなければならぬのであるが(9,15),本實驗に於ては假に 

全部6.5を用ひた。

實 驗 成 績

1•冬測定値の分布狀態

pH(n>o)價,⑴pHckcd m, ®換酸度 ⑴),加水酸度(め),過換容量(T),置換性鹽基 

(S)及び既基飽和度(ヾ)の各測定値を列舉すれば第一表の如くである。

これを见ると,佻汶土壊の殆ど全部は酸性土壤であることが判る。 卽ち,本表に依って

pHurjO,價,plIcKCb價の分布狀態を見れば第二表の如くでおる。

第二 表 pH(HQ)價及びpH(KCl)價の分布

Table 2. The distribution of pH values in aqueous and
1 N-KCl suspensions of the soils.

* 3.0〇〜3.50は3.00乃至3.50未滿の:さである。以下これに準ずる。

敢度の籾顏土壤點數 pH1S 臨tween

Kinds of 
acidity

No. of 
soils 3.0〇〜・3.5〇 —

3.50 4.00
4.0〇-

4.50
4.5〇〜 

5.00
5.0〇〜

5.50
5.5〇〜

6.00
6.0〇〜

6.50
6.5〇〜 

7.00
7.0〇〜

7.50

286
%

一 0.4 5.6
汝

19.2
%

32.5
%

24.4
S

13.3
%

4.2 0.4

pH く K Cl> 286 2.4 16.8 32.5 26.2 14.7 7.0 0.4 一

pHUrso3價は,5.00—5.50のものが最も多く,全醴の32.5%を占め,5.5〇〜6.0 〇のもの 

これに次ぎ24.4%を占めてゐろ。PIT(Ki〇,價7.00以上若く一は4.00以下の地は極めて少 

く ,各々!宛あるに過ぎない。

pH(KCC價はpllgo)價より小さい値を示すものであるが,4.0〇〜4.50のものが最も多く 

32.5% を占め,4.5〇〜5.00のものがこれに次で26.2%を占めてゐる。pH(KC0價6.50以 

_Eのもの及び3.50以下のものは甚だ少い。

更に,置换酸度,加水酸度及び鹽基飽和度に就て,その分布狀態を表示すれば第三表〜第

------- ------ -- ・一-- -  ---- -

'1>pH(H2o)價は蒸溜水を用ひた場合のpH價,pHCKcb價は!N-KC!液を用ひた揚合のpH價 

を示す。以下これに準ずる。
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五表の如くである。

第三我 遣換酸度(%)の分布

Tabic 3. The distribution of exchange acidity (团)of the soils.

土壊點數 置換酸 
FxchanKC acidity

度(,ハ)W 
?/i) lying between

No. of soils
〇.〇〜5.0 5.〇〜10.0 10 .〇〜15.0 15.〇〜20.0 20.0 〜25.0 25.0<

286 61.5 9.1 12.6 6.3 4.9 5.6

第四表 加水酸度(y>)の分布

Table 4. The distribution of hydrolytic acidity (リ】)of the soils.

土壊點敷
加水酸度(也、)階 

Hydrolytic acidity (仍)lying between

No. of soils 10.〇〜 
20.0

20 .〇〜 
30.0

30.〇〜
40.0

i
40 .〇〜

50.0
50 .〇〜 

60.0
60 .〇〜 

70.0
70.〇〜

80.0
80.〇〜

90.0
9〇・〇～ 1QQ 0v100.。 剛”、

286
%

5.3
14.1

18.5 17.8 18.5
/〇

13.3 4.2
'〇

5.6
"ii < 〇

1.4 1.3

第五表 鹽基飽和度(V)の分布

Table 5. The distribution of degree of saturation (V) of the soils.

土壊點数
嗯基飽和度(V)階 

Degree of saturation (V)lying between
No. of soils 10 .〇〜20.0 20.〇〜30.0 30 .〇〜40.0 40 .〇〜50.0 50 .〇〜60.0 60 .〇〜70.0

286
%

0.4
%

10.8 47.9
25言

11.9
・レ i■<»

3.5

毛換酸度は〇・〇〜5.0のものが最も多く,全體!の61.5%を占めてゐる。但し,この場合谜 

换酸度は實驗酸度數であるから,これを大工原氏法による全酸度で示すならばこの數値を3 

倍せねばならぬ。

加水酸度は大多數が20.〇〜70.0の間にあり,鹽基飽和度は30.〇〜40.0のものが城も多い。

2. 土壤の酸度及び鹽處飽和度に影響すべき因子

土壤の酸度及び鹽族飽和度に影響を及すべき因子として先づ考へられるのは氣候であるか 

ら,地理的位置或は海拔高によってこれ等の値に差異が表はれる様に,思、へるが,本調底成績

5

ではそれ以しき傾向は認められなかった。饰詞の方向,林齢による畫異も同じく認められな 

かった。只,军,巾收,谷(又は山筮)による差異は僅ながら認められる樣でおる。卽ち峯 

には中腹及び谷(又は山魂)に比して酸性地が多い。その關係は第六表及び第七表に示す如 

くである。

第六表 位置によるpH價の分布

Table 6. The distribution of pH values of soils in 
different tcpographicnl positon.

械度の种颗

Kinds of 
acidity

位 置
Topo- 

graphical 
position

ph m
；| JjJ j''< pH lyuu： between

No. of soils3.0〇〜3.5〇〜4・00~ 4・5〇〜5.0〇〜5.5〇〜6.0〇〜6・50~ 7.0〇〜 
3.50 4.00 4.50 5.00 5.50 6.00 6.50 7.00 7.50

1

pHcHjO-J

果 
Summit 81

% -% 七
1.2 6.2

〇 ・

22.2
39・; 16.； 為

11.1
W zn

3.7
%

一

中 畋
Mid-slope

谷又は山驚 
Lower slope

102

103 —

— 7.8

貫

17.7

18.4

34.3

25.2

24.5

31.1

10.8

17.5

3.9

4.9

1.0

pH(KCl)

果 
Summit 81 3.7 22.2 30.9 23.5 11.1 8.6 - 一

中 臓 
Mid-slope 102 2.0 17.6 29.4 27.4 15.7 6.1 1.。 -

谷又は山飽 
Lower slope 103 1.9 11.7 36.9 27.2 16.5 • 〇 -

第七表 位粗による置換酸度(均)の分布

Table 7. The distribution of exchange acidity (り)of
soils in different topogniphical [jositicn.

位 從
Topographical 

Position

土壊點數

No. of soils

愷換酸度(S)階 
Exchange acidity(リi)lying between

0.5 〜5.0 5.〇〜10.。 10.〇〜15.015.〇〜20.020.〇〜25.0 25.0 <

维 
Summit 81 51.9

• *・〇

7.4 17.3 6.2 4.9 12.3

中 nu
Mid-slope 102 59.8 8.8 11.8 8.8 8.8 2.0

谷又は山麓 
Lower slope 103 70.9 10.7 9.7 3.9 0.9 3.9

本硏究に於ては試驗地の設定がこの問題に關して計:荘的でなかった爲,顯普な无異は認め



6

られなかったのであ乙が,E.J.Salisbury氏(19), EJ-rank氏(4)等の或あに徴I . ・般 

に斯る倾向カ:ぐするものと考へてもよいと思二。

こゝに注目すべきはな岩の影響である。今,母岩ノ)純珀を二十萬分のーノ)地質吋を基本と 

し各・試魚地から採った岩石の肉唄的竝に妙以鏡的視察を号器として址定,如別し,これIこよ 

って土壤の1汨60價,pHtKco價,近換酸度(外),加水酸度(外),近換容ht <T),股換 

性鹽基(S)及び攬兎飽和度(V)を顆理して我示すろと第八衣の如くなる。

第八表 似升別による各測定攸の比校

Cl'ablc 8. C()mi；ariso!i of resultant soils in relation to their parent nx:ks.

本表を視るとPlh.ro)價,E【(牌)找及び恥成度には母号の種類によって顯苫なる養異 

が现れて居り,酸性岩如から生じたる土壊は中性苗;類から生じたる土壤に比して明に酸性で 

あることが認められる。庶冷飽初度に於ける差異は餘り明瞭でない。これは寧ろ•氣候,林木 

・ 上からの影響によって異ろものの如くである(第一表歩照)。母岩別による加水酸度, 

資換唸m及び置換性盘基の能異は少からす吾人の興味を惹くものでおるが,これに就ては改 

めて考・究するっも〇であろ。

水成光・に於ては土壤の性質は構成?;•石の特徴の綜合結果として現れるのであるから,火成 

岩ほど差異が明瞭でない。然し例へば弟九表に示す如く同じく御荷舞府に聰してゐても,主 

として石英に代む岩石よりなる相(facies),例へば石英岩,石颱千枚岩,紺攵母千枚君等よ 

りなる•地府と,黑色鑛物及びその變化せる鑛物よりなる光•石の相,例へば橄笹岩,所謂跚岩, 

綠色片雑尊よりなる地麻・では,そこに冇する土壊にその差が明に現れてゐる。

第 九 表: 号相による土壊酸度及び鹽基飽和度の差異(御荷州層)

Tftble 9. Soils from rocks of different facies of the same 
formation (Mikabu series)

地質
系統

Form- 
ation

H!眼所
Forest- 

range

?Jf業區
Working 

circle

土壤 
點數

No. of 
soils

c 

〇、 〇 
比

匿換加水 
整度濃度 

Ex— Hydro- 
change lytic 
acidity acidity 

?/i V\

T s v
•主要・岩石類

Members of 
the scries

御
荷
歸
曆

M
ik

ab
u 

se
ri
es

豊 橋

Toyohasi

凍 梅

Toyohasi

7 5.18 4.09 14.4 47.1 51.7 21.1 41.5

石英岩,石風干 
枚岩,約雲母千 
枚?!等 ,
Quartz rock. 

Graphite phyll-
itc. Sericite 
phyllite etc.

演 松

Ha ma— 
matu

演 名

Hamana
6 6.00

,

4.62 2.1 34.5 40.5 18.1 44.9

橄杭朴,所:nw 
k»綠色片岩尊 
Peridotite, so 

called pyroxe- 
nite, Green 
schist etc.

斯の如く深さ〇〜10cm に位し,系候,林木等,上からの影響が可なり君へられる土壊に 

於ても,母岩の影響がそれよりも强く現れることは注目に値することである。

3. 土壊の酸度とスギの生長との關係 • 一

本實驗の如き方法を以てこの問題の解決を期することは望み難いのであるが,著者は次の 

如き見解のもとに本問題を取り上げて見た。自卩ち,前述の如く 土壊の酸度には母片;の影響が
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多

册

80
60
约

20 

s
O
I
d
J
D
l
B
lN
)
 

顏

穀

條

福

培位 Site quality I H ID

pH(K伐)3.00-3.50

i n in 

350-4.00

r n in 

400-450

i n in

450-5.00

i n皿

5.00-5.50

i n m 

5.50-6.00

弛位 Site qualig I H 1 

pH(Hzo) 4.00-4.50

i n hi I n in i n hi i n in i n m 

450-500 5.00-550 55〇• 6.09 6.00-6.50. 6.50-700

林木若くは氣候の影套よりも相當强く現れてゐるのであるから,土壊の酸度と林木の生艮と 

の間に何等かの關係が認められる場合には,土壊酸性の影啻が林木に及ぶことを想像し得ろ 

と考へたのである。この場合,土壊の影響は土壤酸性そのものの直接スは間接の影響と解す 

べき力,,或は上壤の酸度に變化を痛すべき他の立地條件の彩碧と解すべきカ、,將又兩X•綜合 

の影彩であろと解すべきかは俄に斷定出來ないのであるカ:,何れにせよ,土壊の酸度をスギ 

の生長に關係せしめて考察すろことは可・林なりとりじたのて・ある。只こゝに他の大なる難點 

がある。それは本硏究に於ける供・试材料は〇〜10cm の表盾土のみに限られてゐることであ 

って,林木の生育と土壤との關係を深く追究する為には必す土壊縱斷而の硏究をせねばなら 

泊のであろ。このことに關しては,著者はスギの細根は表店土に多く分布する?J〔實に徵し

Site quality I  HI 

遣オ尖玆废(yD 25〇<

Exchange acidify)

第一

i n in 

20.0-25.0

i n in 

15.0-20.0

i n hi i e in i n nr 

10.0 -15.0 5.0 -10.0 0.0-5.0
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(16,20),表仔土のみによって或程度までの球察は出來得るものと考へたのである。以上の 

あのもとにI:壊の酸度とスギの生長とを對比して見た。この埸合,林木の生育に對する氣候 

の影響を出來るだけ除去する君に,林木の生長论比蛟に次の如き方法を用ひた。卽ち,地位 

の等級を我すものは樹高であるといふ從來の所見に從ひ,樹高を以て生長!Jし比較の基準とし, 

凿局に於て各が遂!尚j:に取林めてある造林地成紙調査結果をる照し-こ地位を3階級に分って 

比較した。

斯の如き方法によって比較した結果,pllgo)僵,Pn<Kcn價及び過換酸度と地位との間 

に興味のある關係の仲することが認められた。第一圖に示したものがそれでおる。圖中柱睛 

は各PH階若くは说換酸度階に於て,各地位に屬する土壤點數を總土攘點數に對する百分率 

で表したものである。

これに依って觀ればplLiq。>價4.50以下,pH(KCi)M 4.00以下,置換酸度(队)10以上 

に於ては地位下級のものの割合が激蛤することが判・る。このことは酸度若くは酸度に影卷す 

べき他の立地條件が林木の生!7に可なりの影嚮を與へてゐることを嗜示するものといへる。

加水酸度及び鹽基飽和度と生長との間には別に何等特殊の關係は認められなかった。

4.測定値相互間の關係

Pl Igo>匱と鹽基飽和度(V)との相關係數を求めると+0.49±0.03で兩者の間の關係は 

薄い。

Pig>價と加水酸度(力)との相關係數は一 0.78 土 0.02で,兩者の間には可なり明なる 

逆の相關關廉が認めらH, pHcKcn價と加水酸度(均)との相關係數は一〇.76±〇・〇2で,前 

者と同様の關係にある。

而して眼も密接なる相關關係セ示すものはpH%〇)價とpH<KC】)價で,その相關係數は 

+ 0.86±0.01である。試みに兩者の關係を直線式を以て表し,その係數を最小二乘法で求め 

ると次式の如くなる。

g = 0.836 0.005

但しxはpll(ir2o)價’！ZはpH(kci)價を表す〇 

第二圖(1〇頁)は上式の直線と實驗値とを示したものである。

前式に於て〇•005は極めて小なる値故,之を無視してy = axの形を採川し,a=別 あ 

實驗値から算出すれば ー

g = O・837 x
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となる。卽ち平均値:として價は 俱ししか價の84% であると労へることが出來

る。

第二 圖 pH(KCl)價とpH(H.,o)價の關係

Fig. 2. Relation between pH values in aqueous suspension 

and in 1 X-KC1 suspension.

pH^zO)價或はpH(KCD價と置換酸度(力)との關係を表示すれば第十表,第十一表の如 

くなる。

これ等の表を觀るとpHd")價6.0以上,pH<KCi> 價5.0以上では置換酸度に大なる差 

が認められないことが判る。

II

第十表 pH(Hq)價と置換酸度⑴)との關係 

fable 10. Relation between pl I value in aqueous suspension 
and exchange acidity.

! 壮惧酸度(?/l)
1 Exchange
1 ncidity;リ i)° ・〇〜
| 5.0

>.0〜 
10.0

i ! ' ： | 1
0.0～ 15.〇〜20.〇〜25.〇〜30.〇〜35.〇〜40.〇〜45.〇〜50.〇〜55.0～ 
15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 55.0 60.0

pHciuj)) 1

3.5〇〜4.00
1 1 1

4.00-4.50 3 3 3 〇 2 2 1

4.50-5.00 2 7 21 10 9 1 1 1 1

5.00-5.50 63 13 11 4 1 1

5.5〇〜6.00 60 6 1 1 1 1 -

6.00-6.50 38

6.50-7.00 12

7.0〇〜7.50 1

第十一表 ?H(KCl)價と祯換酸度(め)との關係

Tai)1〇 11. Rela tion between pl I value in 1 X-KC1 suspension
and exchange acidity.

’波換酸度 
Exchange !

ヽ ncidily(リ］)。 .〇〜

pH(Kcn

).0〜 
10.0

L0.〇〜
15.0

L5.〇〜’20 .〇〜

20.0 25.0

1

25.〇〜30.〇〜35.〇〜
30.01 35.0 40.0

40.〇〜45.〇〜50.〇〜55.〇〜 
45.0 50.0 55.0 60.0

3・0〇〜3・50

3.5〇〜4.00

4.0〇〜4.50

4.5〇〜5.00

5.0〇〜5.50

5.5〇〜6.00

6.0〇〜6.50

1

38

74

42
1 

20

1

26

i .

17

19

12

6

1 .

10

3

1

1

1

2

1 2
3

1
V*

2 

1 1 1

考 察

1.pH價の分布

前記の成積を G.Krauss (10), E.Wiedemann (22), IT.Moser (14), V.T.Aaltonen (1)
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等新氏の硏究成績に比较すると,スギ林上壊の酸度は欧洲の什葉樹材:I:塩の酸度に比し可な 

り弱いことが認められる。ス,木邦の游林七壤に就て見ても,アカマツ(5),ヒノキ(5,18) 

等に比して酸性は弱い。然しこれを耕上と比較するならば極めて酸性は强く,耕」:屮でも酸 

性の强いものとされてゐる水Eよりも强い。 訊に板野及び荒川氏(6)の本邦材土に於ての 

測定成績と對照すると第三圖の如くなる。

与q
-
u
n
u

 J
U
%

ぎ
)

泻
<=?
に
空
喜
・.•
一

Forest soil (Sugi stands) - - - - pH in aqueous suspension
ク ・ • ・・pH in 1 N—KOI suspension

Agricultural soil (rice-field and dry-farm)
••••pH in aqueous extract (A. Itano and S. Arakawa)

ク ・ ・・・pH in 1/10 N—KC1 extract (ク)

第 三 圖 スギ林土壊及び耕土のPH價

Fig. 3. pH values of forest and agricultural soils.

土壤細歯の方面から觀察すれば,農業上の有用細菌とpir價との關係は13頁の表の如 

くである(6, 21)から,スギ林地の酸度に於てはこれ等の細菌の多くはその活動を制約され 

るものと思ふ。殊に好氣性窒素菌の如きは分布範圍が極めて少いことが豫想される。

然し森林土壤中の細歯は酸性に對し抵抗が强いとも云はれるから,この關係は直ちに斷定 

は出來ない。絲狀蘭の活動の活潑なるべきは斯の如き酸性の關係から豫期される。

2• pILiRo>價とスギの生長との關係

〇)價とスギの生長との關係に就て相’當注目すべき關係の認められることを述べたが, 

著者が嘗て(昭和六年)束京帝國大學農學部に於てスギ苗木に就て行った•植木鉗:*t驗の結果

13

土壊細菌とpH價との關係

桐 遺 名 懺性限界 好辿極岡, SI基性限界 硏 究 老

亞 m 酸 m
Nitrosomonas

m 敢 w
Nitrobactcr

酷 酸, 浦
Bae. amylobactcr

空 索 苗
Azotobactcr

根 痼 苗
Root nodule bacteria

ザルファルファ及ぴ 
スヰートクロバー颓 

琬豆及びヴェツチ類

クロバー及び 菜れ類

大 寂 類

ルービ ン類

pH
3.9

3.9

5.7>

5.6〜6.0

5.0

4.0

4.3

3.4

3.2

pH
7.7- 7.9

6.8- 7.3

6.9- 7.3

6.5〜7・S

> 6.5-7.2

pH
9.7

13.0

8.S-9.2

11.0

Gaarder and Hagem

Meek and Lipman

Dorner

Gainey, Johnson and Lipman, 
Yamagata and Itano, Stapp

Fred and Davenport, 
Fred and Loomis, Bryan

(未發表)を參照すると更に興味深いものがあると思ふ。著者は駒場土壤を用ひてH歴0］及 

びNaOHを以て各種のpH供を冇する土壤をつく 〇 ,これを1年間戶外に放置した後內徑 

約50X48X12 cmの木箱に收め,同一母樹(奈良縣吉野那川上村字北和田產90年生スギ) 

より得たスギの種子をアルコール(比重0.9)及び水を以て選別し,これを4月15日に240 

冲’£宛播亜し,8月1日及び11月20日の2回にー苗木の地上部の高さ及び殘存本數を調佐 

したのである。その結果は第十二表及び第一圖版に示す如くである。

第十二表 土壤のpH價とスギ苗木生長との關係

Table 12. Relation between pl I value and growth of seedlings of Sugi in pot cultures.

植木鉢笹號 
Pot No. la 16 1c

測定 IJ 時
Date 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI

苛木の高さ(mm) 
Height of seedlings 31.8±0.27 42.2±0.46 32・3±0・31 39.6±0.51 31.6±0.36 34.7±0.46

残存本數 
No. of seedlings 
actually secured

158 157 131 131 116 115

最初のpH個 
pH value at the 

beginning
4.06 4. 06 4 06

後のpH價 
pH value at the 

end
4.50

i
4.40 4 43
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柩木鉢在貌
Pot No.

2a 2b 2c

湖定H時 
Date 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI 1/VIH

36.4±0.33

154

20/XI

苗木の高さ(mm) 
Height of seedlings 36.3±0.32 l4.4±0.54 38.2±0.33 61.0±0.6SJ

130

47.8士0.57

148
殘存本数 

No. of seedlings 
actually secured

130 J 26 136

/初のpH價 
pH value at the 

beginning
4.75 4.75 4.75

及後のpH偵 
pH value at the 

end
5.20 4.89 5.24

植木鉢番號
Pot No. 3a b 3 c

測定日時 
Date 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI

苗木の高さ(mm) 
Height of seedlings 35.4±0.37 52.6±0.72 35・0±0・42 56.5±0.93 32.4±0.48 42.2±0.87

殘存本數 
No. of seedlings 
actually secured

133 130 115 115 92 73

殻初のpH償 
pH value at the 

beginning
6.22 6.22 6.22

波後のpH價 
pH value at the 

end
6.50 6.62 6.604 - •

植木編番號
Pot No.

4a 4b 4 c

測定日時 
Date 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI 1/VIII 20/XI

苗木の高さ(mm) 
Height of seedlings 28.4±0.40 44.4±0.91 28.7±0.37 48.9±0・86 27.4±0.32 41.4±0.66

殘存本・數 
No. of seedlings 
actually secured

90 90 100 100 90 87

最初のpH價 
pH value at the 

beginning
6.89 6.89 6.89 |

最後のpH價 
pH value at the 

end
6.81 6.92 6.84

植木鉢番辨 
Pot No.

1
5 a 5b 5

測定日時 
Date 1/VIII 20/XI 1/VIII ； 20/XI l/VIII , 20/XI

苗木の髙さ(mm) 
Height of seedlings 18.8±0.30 21.0±1.02 18.3士0.32 28.9+0.80

I
19.8+0.45 21.1±1.25

殘存本數 1
No. of seedlings 
actually secured

49 12 55 7 33 8

破初のpH價 
pH value at the 

beginning
7.89 7.89 7.89

散後のpH價 
pH value at the 

end
7.69 7.54 7.76

15

この結果を弟ー岡ノ)WLigo>值及びPILkc】>值と地位Lとの關係と比較,考察すると,假に 

土壊酸度の苗木に對する關係が壯院のスギに對しても等しいものとすれば,スギはpHciuo) 

價4.5〜7.0の間では相當に生育し,5.5〜6.5に於て最も良く生育し得るものと寤へられる。

尙,本柚:木鉢試驗に於て更に注意すべきは苗木の殘停本數で,屮性若くは微アルカリ性に 

ては枯損苗の數が多い。

3.測定値相互間の關係

I>llgo)價と施炬飽和度(ヾ)との間に相關關係の殆ど存しないといふ事實に對しては, 

鹽原飽和度測定の方法に炊點が多い他に,係數の選擇に對する吟味を缺いてゐる故に追突を 

琵控える。

1)11(正‘〇)價と加水酸度(们)との間に-0.78+0.02なる逆の相關關係の求められることは 

一見Kappcn氏(8)等の說と相反するが如くである。元來,氏は氏の理論に基いて異種の 

土壊間では兩名・の間に必ずしも相關關係が存するのではないと云って居るのであるが,氏の 

材料(Kappcn: Die Bodenaziditiit 96頁記載)を以てしても,試みに相關係數を求めると 

一0.72±0.06が佃られ,明に逆の相關關係が認められる。故に本硏究の成績は決して特異な 

るものとは考へられない。

’嘗て鳴下氏はpHgo)價約5.5以上の土壤には置換酸度は表れないと發表してゐるが, 

本研究の箍圍では5.5以上でも微策ではあるが置換酸度が認められる樣である。然し只, 

1；11皿〇)價6.0以上に於ては置換酸度に大なる盖が表れない。

9頁に於てpH四〇>價とpH(kci>價との關係を, = O.837cなる式によって表す試を述

5U

第 四 圖 pH(H2〇)とpH(HQ) — pH(KCl)との關係

Fig. 4. Relation between pH values and average pH differences.
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べたが,この式からx-yとxとの關係を求めろと,z-g = 0.163/なる巨線式カ:羯られ, 

S.Kiihn (12)氏の成績の如き曲線は得られない。第四圖は兩晋を示したものである。著片 

によればpH皿。)價とpHg>價との条はpHtn«〇)價が大なる程大であろといふことにな 

る。然しpH5,〇>價とpIL.kcD價との關係を直線式を以て示す試みの當否に就ては更に者 

究したい。

4.本成紐に對する立地學的考察

林木は土壤の酸性に對l抵抗力の强いものであり,從って土壤酸度は林木に對し局限因r- 
(limiting factor)として働く埸合は先づ無いといふ歐洲の學者•の說は一應肯定し縛るのであ 

るが,守屋及び永井氏によりスギは一本邦產主要針-集樹としては酸性土壤に對する抵抗の極め 

て小なろことが明にされてゐろので,本硏究に於てこの問題に對する再检討を行ったのであ 

る。その結果,土壤酸度と地位の上下との間に前紀の如き關係が見出されたのであるが,元 

來强酸性地は立地條件が不良の結果,土壤の構造,成分等に缺陷を生じた地に多いのである 

から,この事實は相當車視されてよいと思ふ。卽ち究極に於て局限因子として林木に影習す 

るものは駿度以外のものであるにせよ,土壤酸度は一つの指;^として取上げられるべきであ 

らう。從ってpH I即價4.50以下,pllg：:>價4.00以下又は置換酸度(们)10.0以上の如 

き地に於ける造林は,少くともスギの場合には一應者慮する必要があると思ふのである。卽 

ちスギよりも更に酸性に對する抵抗の强いアカマツの如き樹種を以てこれに代へるとか,濶 

葉樹の混植,排水,石灰加用等臨機の處置によってこれを緩和する方策を廻さねばならぬ。 

•土壤の酸度がその山來する岩石の誣顏によって異るといふ事實は銘記すべきである。卽ち 

岩石の影縛が獨り地形,地下の構造,土壤の物理的性質のみならず,表層・土の化學的性質に 

も及ぶといふことは,少くとも本邦內地の森林土壤の硏究に當り,岩石(火山灰をも含む) 

に對する關心の必耍を示すものといへやう。而して水成岩に山來する森林土壤を地質學的立 

場から研究する場合には,單に地質系統による類別に滿足せず,更に岩石の相に立入って形 

究すべきである。本硏究に於ける御荷鋅冒の例はこれを示して餘りあるものといへやう。

土壤の酸度,鹽基飽和度等を出張所別又は事業區別に區別し得るならば實行上の便宜甚だ 

大であることは言を俟たないのであるが,第一表によって見ると事業區別にはその大體を行 

ひ得るものの如くである。氣候,母岩等立地條件を更に考究することによって,これに理論 

的基礎付けを行ふならば,これが應用上の價値は大なるものがあるであらう。

次に著者のスギ苗木に關する試驗成績は,苗木育成の上に多少の喑示を與へるものである 
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と信在る。卽ち苗［耐の土壤は微酸性に保つが址も良く,施肥によって中性若くは微アルカリ 

性ならしむることは,苗木消滅の恐を大ならしむろものがおるやうである。この問題に就て 

確定的結論を肖る為には更に硏究の必要がある〇

綜 括

1) 本實驗は當局東京支局及び名古星支局管內に於けるスギ人工林の表盾土(〇〜10cm) 

286點に就き,pll徴(水及び1N-KCI懸濁液),适換酸度(払),加水酸度(払),避換容 

策(T),形換性鹽医(S)及び鹽基飽和度(V)を測定し,これに立地學的・考察を加へ,將來 

スギ造林法に對し一指針にせんとしたものである。

2) 測定値の最大,収小,平均を示せば次の如くである。

・水整濁液を川ひた掛合のph m
卓卓1N-KC1懸濁液を用ひた歩合のpH價

測定 a pHcn；,〇)* pH(kci)** JK換酸度 
271

加7R酸度 
め

設換容!3： 
TT

遅換性通基 
S

通基匿和展 
V

最 大 7.28 6.23 55.8 116.0 98.0 24.7 66.8

眼 小 3.96 3.27 0.0 14.1 21.0 7.1 14.7

平 均 5.41 4.53 7.4 48.0 50.2 19.1 39.9

3) pHtn2〇)價,pH(kcd價及び置換酸度は,位・の上下(峯,中腹,谷又は山密)によ 

って異り,峯には中腹,谷に比し酸性土壤が多い様に思はれる。

4) pH^o>價,pHcKco價,置換酸度,加水酸度,置換容拍:及び置換性鹽基に影響の 

最も顯著に現れるのは母君の秘類であって,火成岩に於ては酸性岩と中性岩とで趣を異にし 

てゐる。水成器では元來水成岩風化土壊の性質は各種構成岩・石の風化の綜合結果として現れ 

るのであるから,その差異は火成岩に於けるほど明確でない。又地質系統を同じくしても岩 

石の相によって著しく異るものの如くである。

5) スギ林の地位の指標としては,本硏究に於ける測定事項の中では,pHg°>價,

pHcKco價及び置換酸度が最も適當である。 これ等の値とスギの生長との關係を見ると

價4.50以下,pH(i9)價4.00以下,置換酸度1〇以上の强酸性地には地位下級の 

ものが著しく多い。スギ苗木の植木鉢試驗と對比すると,スギはPH・。>價4.5〜7.0に於 

て相當に生育し,5.5〜6.5に於て最も良く生育し得るものと考へられる。
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鹽基飽和废とスギの生長との間には何等の關係も認められたかった。

6)測定値相互間の相關係數を求めると次の如くである。

と次式の如くなる。

pl 1(1 ら 〇) と鹽基飽和度 ?•=: +0.49土 0.03

と加水酸废 『=—0.78±0.02

pH(KC】> と加水酸度 r= —0.76土0.02

P^I(£I2O) と r= +0.86 土 0.01

pHar.o)と pII(Kci) との關係を試みに直線式を以て表し,その係數を址小二乘法で求める

4 = 0.836 $+0.005

但しCは〇,價,yはpH(KCI)價を表す。

7)本硏究の材料を以てしてはpirar2〇)價6.0以上,pII(KCI)價5.0以上に於て置換 

酸度に大なる差が認められなかった。
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第一表 試 騎

/, m and 8 represent respectively lower

Table 1. Data conccniiiiLf

土壊番號

Soil No.

支局

Branch
i office

出ゑ所

Forest— 
range

审業區

Work- 
ing 

circle

林相班 
Compart- 

ment 
and 

Subcom- 
partment

海技高位從

Topo- 
Altitude graphical 

position

傾斜方ド

Ex- 
posurc

傾•鮮度

Gradi-
ent

母;';・又は地買系統(

Parent rocks or
Formations

-

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

26
27
28
29
30
31

束宗 

Tokyo
野邊地

No hezi

盛岡

vlorioka

11■

斗南

Tonami

上北

Kami- 
kita

上閉伊 

<amihei

196
ク

ク

35
ク

ク

ク

ク

ク

ク

246 ロ
ク

ク

ク

213
ク

ク

227イ

ク

ク

101イ

ク

ク

ク

ク

33
ク

ク

144
ク

ク

• m) 
140

ク

150
345
364
327
291
327
309
291
140

100
150
120

ク

80
60

90
40
30
20
50
20
65
50

580
620
640
480
500

ク!

澤い 
ク ク

中腹m
ク ク

!峰8 
中腹・

澤1 
峰8
中腹m 
澤1 
峰8 
澤1 
峰 8 
澤1 
峰8

中腹m 

澤1 
峰s
中腹m 
澤1
ク ク

中腹m 
澤1 
峰8
中腹m

谷1 
中腹m
峰8 
谷1
中腹m 
峰S

s

s w
s
E
ク

ク

ク

•
N
ク

ク

SE
ク

N
ク

NE
ク

ク

NW
ク

ク

S E
S

S E
S
ク

S E
E

S E
ENE
E S E

ク

(deg.) 
〇

5
〇

10
ク

ク

5

10

ク

1
ク

5
〇

10
5

20
10

5

10
5
〇

15
10
15

5
ク

5
20
15
30
ク

15

火山碎屑物

Volcanic detritus

1

•第三紀

Tertiary

1

I

1I

I
1

花崗岩類

Granites
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成 Hl 一 覧 

soils xiiuler study, 

slope, mid-slope, and summit.

年址f襲準木樹高 地位 へ
6 1 沼跡度 加水臓皮 夜換容:*

Height of 
test tree

Exchange hydrolytic Exchange Exchange- Degree of
1 Age quality acidity acidity capacity ； able base Saturation

1 批 !/i T S V

1 (m)
28 7.4 d 5.16 4.55 1.8 68.0 59.7 15.5 26.0

ク 6.0 ク 5.33 4.81 0.8 56.1 50.0 13.6 27.2
ク 4.8 ク 5.58 4.65 2.1 61.1 59.5 19.8 33.2

24 12.1 I 5:47 4.29 6.0 66.6 63.1 19.8 31.4
ク 8.8 n 5.42 4.28 5.5 57.1 58.3 21.2 36.3
ク 9.2 ク 5.82 4.46 1.3 42.6 45.0 17.3 38.5
ク 11.2 I 5.68 4.29 3.3 57.0 54.8 17.7 32.4
ク 3.6 13 5.49 4.14 5.3 49.4 51.3 19.2 37.4
ク •5.5 ク 5.25 4.26 3.1 54.7 54.3 18.7 34.5
ク 6.7 n 5.68 4.31 2.5 60.0 56.7 17.7 31.2
31 10.2 ク 5.08 4.09 14.5 107.5 87.7 17.8 20.3

ク 12.0 ク 4.71 4.12 13.5 115.5 94.8 19.7 20.8
ク 5.7 5.49 3.91 2.0 66.2 61.6 18.5 30.1
ク 9.5 n 5.07 4.45 10.6 86.0 75.4 19.5 25.8
29 32.1 i 5.84 4.78 0.5 69.8 53.1 7.8 14.7

ク 13.5 ク 5.58 4.87 0.6 51.8 48.3 14.6 30.3
ク 12.0 ク 5.81 4.12 5.7 94.3 81.2 19.9 24.5
34 11.1 n 5.91 5.14 0.6 41.7 39.9 12.8 32.2
ク 13.7 I 5.95 4.88 0.5 57.3 50.2 12.9 25.8
ク 13.7 ク 5.66 4.71 0.8 69.0 58.3 13.5 23.1
23 9.0 u 5.77 4.77 0.5 66.0 55.9 13.0 23.3

ク 6.9 ク 5.42 4.50 2.1 54.8 57.0 21.4 37.5
ク 8.3 (ク 5.74 4.47 2.0 71.9 68.0 21.3 31.3
ク 4.8 13 5.53 4.61 2.0 62.7 60.9 20.1 33.0
ク 7.8 « ロ 5.54 4.47 1.9 61.5 57.5 17.5 30.4

21 8.2 ク 5.25 4.40 2.0 83.1 69.2 15.1 21.9
ク 6.3 ク 5.30 4.26 5.4 84.2 ・ 76.8 22.0 28.7
ク 3.4 Bl 5.23 4.24 7.0 50.7 56.5 23.5 41.6
24 11.1 I 4.95 4.19 4.8 56.0 58.8 22.4 38.1

ク 10.4 ク 4.87 4.03 7.7 62.8 63.0 22.2 35.3
・ク 9.2 i K 4.63 ! 3.88 11.1 59.6 62.8 24.1

l
38.3
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セ壞番號

Soil No.

支n

Branch 
office

出張所

Forest- 
range

做BE

Work- 
ing 

circle

部E 

Compart- 
ment 
and 

Subcom- 
part ment

海投离住置

Topo- 
Altitude graphical 

position

倾看方向傾并度

Ex— Gradi— 
posurc ent

母岩乂は地負糸枕

Parent rocks or
Formations

32
33
34
35
36
37
38
39

40
41
42
43
44
45
46
47
48

49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66

束京 

Tokyo
字都宮

Utuno- 
miya

前橋

Macbasi

小E原 

Oda- 
wara

福烏
Fuku- 
sima

日光

Nikko

赤城山

Akagi- 
san

子持山

SComoti- 
yama

世附

Yozuku

1.97イの

隣接地
ク

ク

ク

ク

140チ

ク

ク

215ハ

ク

ク

20ハ

ク

ク

ク

ク

ク

22イ

ク

ク

ク

ク

ク

19 p
ク

ク

ク

ク

ク

3 ロ
ク

ク

ク

ク

ク

(m)
290

ク

ク

ク

ク

594

580
570

520
700
800
628
650
638
645

640
638

650
ク

640
680
600

ク

890
870
720
700
520
500
980
990
960
950
920
930

Wi 1
ク ク

ク ク

ク ク

ク ク

峰8
中Ml m
新山裾Z

分1
中腹m
峰8

仆L
中腹m
小峰3

中腹m
ク ク

小峰8

峰 8
ク ク

中腹m
ク ク

彳ド1
ク ク

峰8

ク ク

中腹m
ク ク

谷1
ク ク

峰8

ク ク

中腹m
ク ク

谷1
ク ク

NW
NE
S E

s
ク

E
S
ク

ク

E
ク

ク

N
ク

ク

ク

ク

ク

S
ク

ク

ク

ク

ク

N
ク

ク

ク

,ク

ク

(deg.) 
平川

ク

ク

ク

ク

16

10
5

30
40
35

10
30
20
ク

25
20

30
ク

35
ク

10
15
45
40
35
30
10
ク

35
ク

ク

ク

30
35

洪Hi曆
Diluvial

安山岩知

Andesites

古生好及び接助愛成 
岩靈
Palaeozoic and
contact mctainor- 
phic rocks
安山岩須

Andesites

御坂層(第三紀)大部 
分安山岩•笠を企む礫 
庭,角磔凝灰岩及ぴ 
接腋)變成岩新竝に閃 
綠岩新

Misakabeds (Terti- 
ary) with contact 
metamorphic rocks 
and diorites

■

23

年附標準木出高地位

Aue Height of Site
H test tree quality

(m)
13.8

13.3
7.6

11.6

7.6

10.7

11.7
9.6

1 5.28
ク ' 5.31

0 5.47

n 4.90

n 5.20
ク 4.99

n 5.37

IB 5.31

n 4.93
ク 5.18

HI 5.09

I 6.02

u : 5.45

Hl 5.16

I 5.52

U 5.55

Hl 5.17

I 6.54

n 6.69
ク 6.45

I 6.51

n I 6.51

Hl ；6.47

I 1 6.36

K I 6.20

I ；6.04
ク 6.37
ク 6.38
n 6.34
ク 6.09
ク 6.55

ク 5.99

ク 5.85
ク ' 6.41

皿 6.74

n 31換酸度im水酸度Eよ換容:R宜摸性風整鹽基便和度

当Exchantzc H ydrolytic Exchange Exchange- Degree of
d acidity ncidity capacity ' able base Saturation

y\ ・旳 T S V

4.48 1.5 51.8 54.5 20.9 38.2

4.45 1.6 57.0 58.0 20.9 36.1

4.55 1.4 ； 50.0 53.1 20.7 38.9
4.16 6.8 67.9 66.7 22.6 33.9

4.30 3.2 56.6 59.1 22.3 37.7

4.39 4.5 76.0 70.6 21.2 30.0

4.47 1.5 68.0 62.9 18.7 29.8

4.41 3.0 68.8 66.3 21.6 32.6

4.28 9.4 53.2 56.8 22.2 39.1
4.45 4.0 46.8 51.1 20.6 40.4
4.40 3.2 45.7 50.8 ' 21.1 41.5

5.43 0.4 23.0 34.2 19.2 56.2
4.93

1-1' 36.1 | 40.0 16.6 41.4
4.55 2.0 44.1 49.2 20.5 41.7

5.13 0.5 33.0 34.8 13.4 38.5

5.27 0.4 30.3 33.7 14.1 41.7
4.47 2.6 50.5 52.5 19.7 37.5

5.47 0.3 j 25.2 i 36.5 20.2 55.2
5.68 0.2 no.,5 33.1 18.5 55.8
5.66 0.0 22.0 34.0 19.7 57.9

5.32 0.0 19.0 30.2 17.9 59.2

5.79 0.0 22.4 32.1 17.6 54.8

5.68 0.0 '16.5 30.3 19.6 64.6

5.68 0.0 16.5 32.3 i 21.6 66.8

5.65 0.1 16.6 31.4 20.6 65.6

5.33 0.4 28.0 34.6 16.4 47.3

5.64 0.3 18.8 32.5 [ 20.3 ' 62.4

5.65 0.0 16.7 32.6 21.7 66.6
5.47 0.1 17.5 32.7 I 21.3 65.2
5.40 0.3 25.7 33.6 16.9 50.2
5.54 0.2 23.1 30.6 1 15.6 51.0

5.28 0.4 1 30.0 38.5 19.0 49.4
5.27 0.5 26.1 32.2 15.3 47.4
5.28 0.2 22.3 32.1 17.6 54.9
5.71 .0.3 27.9 36.4 18.2 50.1
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土壌苗號

Soil No.

67
68
69

70

71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
9!
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103

支局

Branch 
office

東京

Tokyo

出吸所

Forest- 
range

事娜

Work- 
ing 

circle

侃％F 
林相即 

Compart- 
ment 
and

Subcom- 
partment

海海高位7L
Topo- 

Altitude graphical 
position

傾舒方m

Ex- 
posurc

傾灯度

Gradi-
ent

母岩又は地質系統

Parent rocks or
Formations

小田原

〇da-
wara

世附

Yozuku

箱根

Hakonc

熱海

Atami

22イ

ク

ク

ク

ク

ク

13 ロ
ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

2イ

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

11イ

ク

ク

ク

ク

ク

13ハ

.m) 
980

990

950

940

900
ク

770
ク

745
ク

690
ク

770
ク

740
ク

730
ク

790
ク

780
ク

745
ク

790
ク

780
ク

785
ク

564
545
636
ク

682
ク

673

峰 8

ク ク

中腹«*

ク ク

谷1
ク ク

峰H
ク ク

中腹m

ク ク

谷1
ク ク

峰 8
ク ク

中腹m
ク ク

谷1
ク ク

峰 8
ク ク

中腹TII
ク ク

行1
ク ク

峰 8
ク ク

谷1
ク ク

中腹m
ク ク

谷1
ク ク

中腹m
ク ク

峰 8

ク ク,

谷1

s
ク

ク

ク

ク

ク

N
ク

ク

ク

ク

ク

S
ク

ク

ク

ク

ク

N
ク

ク

ク

ク

ク

S
ク

ク

ク

ク

ク

S
ク

ク

ク

ク

ク

ク

1

(deg.丿 
35

ク

30

35

30

35

20
ク

25
ク

5
ク

30
ク

25
ク

15
ク

20
ク

25
ク

15
ク

30
ク

15
ク

20
ク

45
40
35 .
ク

25
ク
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御坂曆(第三紀)大部 

分安山岩笛;を企む礫 

戕,角欧凝灰%:及ぴ 

接觸愛成 W貝・に閃1 
純岩短

Misakabcds (Tcrti- 
ary) with contact 
metamorphic rocks 
and diorites
安山岩類

Andesites

安山岩類

Andesites

25

传換酸度加水酸度置換容:K世換性嚏基鹽基飽和度
, I

Exchange Hydrolytic Exchan ge Exchange- Degree of 
acidity acidity capacity able base Saturation

Vi yi T ： s I v

6.03 5.31 0.4 26.1 35.2 18.2 51.8

5.91 4.93 0.0 25.6 27.0 10.3 38.3
6.11 5.53 , 0.3 24.4 35.1 19.2 54.8
5.93 5.52 0.3 24.4 35.4 19.5 55.1
6.36 5.69 0.2 23.5 34.6 19.3 55.8
6.05 5.49 0.2 26.0 36.9 20.0 54.3
5.85 5.33 0.0 19.0 30.8 18.5 60.0

6.11 5.47 0.2 18.5 30.1 18.1 60.0

5.99 5.13 0.2 28.5 38.0 19.5 1 51.3
6.51 5.67 0.0 16.1 25.3 14.8 58.6
5.86 5.58 0.1 21.0 31.7 18.1 57.0

:5.72 5.25 0.2 26.2 35.4 18.3 51.8
6.17 5.54 0.2 17.0 28.9 17.8 61.8
6.11 5.39 0.3 23.7 33.8 18.4 54.5
6.20 5.54 0.1 19.7 30.2 17.4 57.6
6.47 5.64 0.1 20.1 29.7 16.7 56.1

1 6.03 5.32 0.3 26.3 35.6 18.5 52.0
1 5.59 5.00 0.3 34.1 41.2 19.0 46.2

6.03 5.52 0.2 14.1 27.6 18.5 66.9
5.68 5.32 0.2 19.2 30.7 18.2 59.4

:5.51 5.08 0.0 31.4 39.7 19.3 48.5
5.49 5.04 0.2 31.5 39.7 19.3 48.5

j 5.30 4.95 0.3 1 44.5 46.0 17.1 37.2
| 5.42 4.78 0.5 56.8 52.1 15.2 29.2
J 5.71 5.51 0.2 16.3 28.4、 17.8 62.8
I 5.61 5.33 0.0 33.0 40.1 18.6 46.4
:5.16 4.74 0.5 55.3 一 54.0 18.0 33.4
:5.11 4.69 0.6 55.5 54.6 18.5 33.9
'5.68 -5.26 0.5 32.5 40.0 18.9 47.2
j 5.33 4.93 0.6 i 33.0 41.0 19.5 47.6

5.61 4.96 0.2 37.9 38.8 14.2 36.6
1 5.71 4.67 0.2 37.2 37.9 13.8 36.3
i 5.28 4.67 1.0 42.0 46.7 19.4 41.6
'5.16 5.02 0.9 41.9 46.6 19.4 41.6

5.18 4.66 0.9 47.7 50.8 19.7 38.9
5.19 4.65 1.1 48.81 51.5 19.8 38.4

.5.21 4.61 0.9 58.4 55.3 17.3 31.3

5
,
=
I
d

灿K

Age 1 
1

1準木樹羸J

[eight of 
est tree c

也位

Site 
uality

39
(m)
6.7 Q

ク 7.1 ク

ク 8.3 n
ク 8.7 ク

ク 9.1 ク

ク ( 8.3 ク

27 4.0 in
ク! 3.7 ク

ク 4.4 ク

ク 6.7 n
ク 8.2 ク

ク 7.2 ク

ク 3.9 q
ク 4.1 ク

ク ・ク ク

ク 4.0 ク

ク 6.0 ク

ク 8.0 II
24 7.3 ク

ク 6.3 ク

ク 8.1 ク

ク 8.5 ク

ク 6.3 1 ク

ク 8.6 j I

ク 6.3
ク 7.3 iク

ク 8.4 !ク

ク 7.7 ク

ク 8.2 ク

ク 8.9 ! I

20 2.7 皿

ク 2.4 ・ ク

ク 1.2 ク

ク 1.6 ク

ク 1.1 ク

ク 1.4 ク

ク .6.4 'n

U
E
I
d
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出張所

Forest- 
range

土壌番號

Soil No,

支局

Branch 
office

104 束宗

105 Tokyo

1C6
107
1C8
109
no
111
112
i!3
114
115
116
117
118
119
120

121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138

"芻班 
部槊风林相班

Compart- 
Work- 呼吁 :r and 

!叫 Subcom-
circle partnient

小田原熟海

Oda- Atimi 
wara

甲府相川

K6f u Aikawa

15ホ

ク

15へ

17ハ

ク

1.8ハ

ク

18 二
ク

18チ

ク

187

海技高

Altitude

位7L
Topo- 

graphical 
position

m-jj 向

Ex- 
posurc

傾籽度

Gradi- 
ent

牡・岩乂は地質系統

Parent rocks or
Formations

(deg.)
677 行I s 25 安山岩却

700 中腹m ク ク Andesites
691 ク ク ク ク

727 峰8 ク 20
ク ク ク ク ク

ク ク ク N 25
ク ク ク ク 30

709 中腹m ク・ 25
700 ク ク ク ク

615 谷1 10
610 ク ク ク ク

655 ク ク ク 20

653 ク ク ク ク

700 中腹m 勺 ク

ク ク ク ク 25

725 峰 X ク ク

727 ク ク ク 20

686 澤通1 S 20 安山岩類

727 中腹m 15 Andesites

872 澤通1 S E 25

909 ク ク ク ク

ク 中腹.VI ク 30

854 澤沥1 E ク

909 ク ク S E 15

1000 ク ク ク 20

927 ク ク W 5

945 中腹 N .10

769 澤沿1 S W 15

818 峰S ク 20

788 漂沿1 ク ク

818 峰3 ク ク

709 澤通1 ク 25

727 峰8 ク 20

818 中腹m S 25

ク ク ク S W 30

27

七尚標や木樹高i <!位 へ £換酸度 川水酸度 設換容jl7:換性風基鹽基氾和度

* ! eight of 
cst tree q

Site 
uality

5
d

£ Exchnn^c F 
acidity

!/i

ydrolytic Exchange E 
acidity capacity

め T

xchangc- Degree of 
ible base Saturation 

s i v

20
(m)
5.9 n 5.32 4.61 1.1 61.4 57.3 17.4 30.4

ク 5.2 , ク 5.32 4.67 0.5 50.3 49.6 17.0 34.2
ク 4.4 0 5.38 4.66 0.7 51.1 50.3 17.1 34.0
ク 3.0 ク 5.22 4.51 1.7 58.0 57.1 19.4 33.9
ク 3.2 ク 5.19 4.52 1.6 58.3 47.1 19.2 40.8
ク 5.4 11 5.39 4.82 0.4 45.3 45.8 16.3 35.7

ク 4.8 i 13 5.38 4.81 0.4 44.6 44.9 15.9 35.5

ク 4.5 ク 5.39 4.84 0.4 43.0 43.3 15.3 35.4

ク ! 4.7 ク 5.47 4.85 0.4 44.9 44.6 15.4 34.5

ク 3.6 ク 5.59 | 4.95 0.2 40.0 39.3 13.3 33.9
ク 3.7 ク 5.54 4.95 0.2 40.4 39.8 13.5 34.0

T - 11D 2.4 ク 5.19 4.56 0.7 53.8 51.9 16.9 32.6
ク 2.3 ク 5.16 4.87 0.4 46.1 44.7 14.7 32.9
ク!

3.7 II 5.45 4.40 1.6 62.1 59.4 19.1 32.1
ク 4.4 ク 5.33 4.62 0.4 46.5 46.8 16.6 35.5
ク 2.6 0 5.42 4.68 0.5 48.1 48.3 17.0 35.2
ク 2.8 ク 5.33 4.71 0.4 47.2 47.0 16.3 34.8

24 13.1 I 5.85 4.40 1.1 26.5 32.9 15.7 47.7
ク 7.8 1 m 5.50 4.18 12.3 34.0 45.1 23.0 51.0

ク 15.9 I 6.58 ;5.22 0.0 20.5 21.0 7.7 36.5
ク 14.3 ク 1 5.86 ! 4.19 2.8 25.9 31.1 14.2 45.8

38 22.0 ク ! 6.49 ' 4.62 0.5 29.7 27.5 8.3 30.0
ク 11.6 19 5.77 4.08 8.8 33.5 37.4 15.7 41.9
ク 22.0 I 6.55 4.83 0.3 j 20.5 22.0 8.7 39.5
ク 10.8 19 6.29 4.33 4.0 29.0 28.3 ' 9.4 33.3

24 13.5 n 6.27 5.23 0.0 22 2 24.8 10.4 41.9
ク 10.6 ク 6.09 5.25 0.2 24.9 27.4 11.2 40.9

20 9.8 ク 6.26 5.18 0.3 24.2 26.7 11.0 41.2
ク 7.7 0 5.75 4.00 29.3 44.8 45.0 15.9 35.3
ク 10.2 n 6.51 5.11 0.0 23.2 23.1 8.1 34.8
ク 5.9 19 5.73 4.03 ；16.9 42.6 45.1 17.4 38.6

45 18.0 n 5.91 4.29 1.5 30.3 30.1 10.4 34.6
ク 14.6 ra 5.13 4.13 17.3 48.5 54.8 23.3 42.5
35 19.5 1 i 5.96 4.81 0.2 28.0 25.3 7.1 28.0

- 17.4 6.52 ；5.14 0.0 21.1 21.8 8.1 37.2
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土壌従公

Soil No

企支局

1
Branch

• office

出强所

Forest- 
range

可襟"

Work- 
ing 

circle

啞・疹 

林和"'

Comp;：rt 
mcnt 
and

Subcom 
partmen

海拔高位近

Topo-
Altitude graphic;

position

回符方【

Fx-1しメ 

posurc

■J倾舒区

Gradi- 
ent

母・又は地質系統1

Parent rocks or
Formations

139
HO

141

142

143
144
145

146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156

157
158
15辭
160
161
162
163
164
165
166
167 !
168
169
170
171
172
173
174

JU京 
Tokyd

一

-

天城

A magi

河建

Kawazu

m方 

Tngata

賀茂

Kamo

304イ 

304ハ

23- 

叽 

96-f 

41二 

47ハ 

40附近 

の民地 

202 < 
214イ 

226 u 

248 

264 
273 

274イ 

283 ロ 

283 〇 

283 〇

205イ 

ク

1.83 イ 

ク

ク

179
ク 

ク

174 0
ク 

ク

213 
ク

216 〇 

211
ク 

・ク

217 ロ

(m)
400

450

500

580

490
360
580

345

364
473
800

872
875

690
636
840
850

855

630
450
550
500
470
560
640
690
430
400
360
820
640
490
630
550
440
360

谷I
中腹”

谷I
中畋m
峰 R
谷I
中腹m

谷/

中腹m
ク ク

峰 R
ク ク

中腹m
谷1
中腹m

ク ク

ク ク

峰 &

峰 8

中腹m
峰 8

中腹m
谷1
ク ク

中腹m
峰 8

ク ク

中腹m
谷1
峰 S
谷1
ク ク

峰8
中腹m
谷1
ク ク

1

s

S E 

NE 

NW

S

N

S E

N
ク

NW 
s w 

NW 
ク

s w 
NW 
NE
N
W

S W 
NW
S E 
s 
ク

N
NW 

ク

S E 
s w
s

S E 
NE
S E
NE

E 
NE

(deg.)
20

25

20

15

35
ク

25

20
ク

ク

ク

15

20
ク

15
ク

ク

20

20
35
10
30
ク

ク

25
ク

30
25
20
30

1
35 ：
15

30
40
25 

平坦地

安山岩類

Andesites

1

I

安山岩颁,石英安山 

岩類及ぴ右英机而・ 

類

Andesites, dacites 
and liparites

29

E於L§準木樹高 他位 へ へ 止換酸度! 加水酸度 從換择景
撇性鹽墓’鹽基飽和区

Age -Icight of 
test tree

Site 
quality

•■4

d
J E.xchnngc b 

acidity
ydrolytic 
acidity

Exchange Exchange- Degree of 
capacity able base Saturation?/l 1 Vi T s V

29
(mj
9.8 Q 5.68 4.85 0.4 40.1 41.7 15.7 37.6

44 27.3 I 6.04 4.95 0.3 33.5 35.5 13.8 38.7

33 14.9 11 5.65 4.81 0.8 39.5 43.9 18.2 41.5
ク 13.9 ク ! 5.30 4.67 4.6 43.3 48.7 20.5 42.2
ク 9.3 n 5.35 ; 3.99 31.6 75.0 68.5 19.7 28.8

44 28.7 i 5.60 4.43 3.3 40.7 43.4 17.0 39.2

19 j2.2 ii 5.52 4.71 1.0 49.7 51.1 18.8 36.7

38 28.8 i 5.71 4.68 1.0 41.1 38.2 11.4 30.0

17 8.5 0 5.31 4.45 4.7 61.8 62.3 22.1 35.6

48 18.3 ii 5.52 ； 4.62 21.7 44.5 49.4 20.5 41.5

33 7.9 n 1 5.07 4.29 10.6 70.7 69.2 9գ 〇 33.6
42 13.2 ク 5.32 4.78 1.2 42.6 49.5 21.8 44.1
27 .11.2 n 5.07 4.61 2.5 49.5 53.6 21.4 39.9
26 10.8 ク 5.69 4.96 0.0 31.5 38.3 17.8 46.4

ク 10.6 ク 5.57 4.92 0.6 37.1 44.8 20.7 46.2
22 6.9 ID 5.16 4.78 0.9 44.1 48.8 20.2 41.4

ク 8.5 ク 5.07 4.64 1.4 46.0 51.4 21.5 41.8
ク 5.7 ク 5.37 4.41 2.0 36.0 44.9 21.5 47.9

37 10.4 n 5.59 4.61 2.0 37.3 44.6 20.4 45.7
ク 18.5 i 6.05 5.08 0.6 25.5 33.6 17.0 50.6

40 11.7 ID 5.52 4.57 2.2 43.8 49.5 21.1 42.6
ク 13.1 ク 6.03 5.13 0.5 30.6 35.6 15.7 44.1
ク 17.4 n 5.99 5.06 0.5 30.9 35.6 15.6 43.7
36 14.8 ク 5.71 4.70 1-2 32.0 38.9 18.1 46.6

ク 7.9 ID j 5.25 4.24 14.0 53.8 53.3 18.4 34.4
ク 10.6 ク 4.99 4.14 14.2 59.1 61.6 23 2 37.6

43 14.5 ク i 5.44 4.55 3.2 48.2 52.5 21.2 40.3
ク 17.8 n ! 5.26 4.56 4.9 49.0 53.0 21.1 39.8
ク 21.8 i | 5.93 5.17 0.3 28.7 35.5 16.9 47.5
44 12.2 n 4.90 4.28 14.6 66.0 64.8 21.8 33.7

ク 16.3 n 6.00 4.87 0.3 29.4 34.1 15.0 44.0
46 20.4 ク 6.03 4.77 . 0.7 32.8 37.6 16.3 43.4
44 32.2 ID 5.30 4.50 2.5 35.1 42.9 20.1 46.9

ク 15.1 D 5.30 4.17 9.6 40.5 43.8 17.5 39.9
ク 20.1 ク 5.52 4.36 1.6 33.6 35.8 14.0 39.0

56 25.5 I 5.64 4.55 0.6 41.9 39.1 11.8 30.3
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土壤番號亥M

〇 .« Xi Branch 
妣N。•血"

山强所

Forest- 
;range

小業怵

Work- 
ing 

circle

林廂址 
Compart 

ment 
and 

Subccm 
part men

海拔高位7L
Topo・

Altitude graphica 
position

倾嗇方向 傾灯度 母岩スは地質系統

Ex- Gradi- Parent rocks or 
posurc ent Formations

175
176

束カ:

Tokyo
河Z|t

Kawazu 1

賀茂 

Kamo

223 n
225

(m)
490
560

中腹m
峰8

S E

W

(deg.)
35
40

安山岩類,石英安山 
片戒及び石英机而お 
知

177
1

247ハ 530 中腹m NW 25 Andesites, dacites 
and liparites

178 名古屋 千頭 千頭 69へ 550 谷I E 20 下部古生値

179 Nagoya Senzu Senzu ク 600 中腹m ク ク Lower palaeozoic
180 ク“ 675 峰 s ク ク

181 74 二 880 中腹m NE 25
182 244 n 900 ク ク S 40
183 梅地 13イ 540 谷1 NW 30 下部古生層

184 Umczi ク 720 中腹m ク ク Lower palaeozoic
185 ク 820 辎 8 ク 35

186 32〇 550 谷1 s w ク

187 ク 635 中腹m ク ク

188 ク 730 峰 8 ク・ 30

189 掛川 大代 15 ロ 440 中腹m N 25 三介/{J
190 Kake- (Miro 16イ 460 峰 S w 40 Mikura series
191 gawa 30 340 谷1 E 25
192 44 二 240 ク ク NE 20
193 49イ 440 中腹m NW 30
194 65イ 480 ク ク s 25
195 68イ 250 谷1 NW 35
196 小笠 20 ロ 140 峰 8 W 30 第三紀

197 Ogasa ク 130 中腹m ク 35 Tertiary
198

1
ク 110 谷1 ク ク

199 ク 140 峰 8 s 30
200 ク 130 中腹m ク 35
201 ク no 谷1 ク 30
202 察・ 6 ロ 500 峰 S w 25 下部古生曆

203 Rydze 2 480 中腹m ク 30 Lower palaeozoic
204 3 460 谷1 ク 35
205 2イ 520 ク ク E 20
206 ク 560 中腹m ク ク

207 ク 590 峰 8 ク 30

208 1 沒松 
Hama—
matu

引佐 
Inasa

31イ 455 峰 S S E 15
1
下部古生府’
Lower palaeozoic

31

)置換酿度加水酸度设換容量&換性鹽基盛基施和度

Exchange Hydrolytic Exchange Exchange- Degree of 
acidity acidity capacity ゝ able base Saturation

u

I

DI

4.64
4.63
5.40
4.81
5.13
5.04
4.90

33
28
31
35
22
37
35
37

13.8
3.0

17.5
16.1
3.1
5.4

14.2
12.1
13.4
16.7

年 齡標準木樹嵐

Height of

地位

Site 
qualityゝ» test tree

47
i mi
21.9 I 5.77

43 15.0 n 5.34
45 15.6 ク 5.11

24 16.8 1 5.43
ク 10.4 II 4.95
ク 10.0 ク 4.80

33 9.0 13 4.80

35 10.5 ク 4.74

34 17.0 II 4.85
ク 13.0 li 4.80
ク 14.1 n 4.55

28 15.7 ク 4.59
ク 11.5 13 4.45
ク 9.4 ク 4.36

25

23

30

12.4 〇!

13.8 j ク

16.7 ； JI

7.3 皿

9.2 I ク

12.3 n
8.2 IQ
6.1 j ク

4.6 I ク

I
2.3 , ]Q

4.44
4.00
4.25
4.52
4.47
5.00
4.78
5.44
4.40

5.16

6
3.
3 4

14.

43.3
39.8
42.1
58.1
62.8
58.9
64.0
59.2
61.
63.
59.
69.
75.
S2.
79.
45.
61.
64.
59.
60.
79.
76.
78.
78.
81.
82.
75.
64
55
65
45
78
55

低

皿

19.0
22.6
22.8
23.5
23.2
22.0
22.9
23.2
22.03

 

3

 

侦
:

當

 

ず

3

 

艾

ず

皿

 
3

 

収 

m

42.
42.
50.
45.
39.
36.
39.
36.
37.
37.
36
36
32
29
26
28
38
32
32
34
34
30
32
29
30
29
29
29
3.3

3.4
C
-
 

4

I 

1

6

 
2
 
3
 
1

9

1

8

4

4

9

5

0

9

0

0

1

3

.3

.0 

29.6
38.4
30.3

35.6

54.5
61.6
54.5
62.8
57.
60.
62.
58.
72.
81.
93.
87.
43.
64.
67.
59.
61.
84.
80.
84.
83.
87.
89.
81.
66.
54.
67.
農

页

.35

.07

.26

4.4
 
4

4
 
4
 
4
 
3
 
3
 
3
 
3

3
 
1

9

 

ほ

"

。
二

巨

バ

5

ヽ
6.3
5.2
6.6
1.9
1.0
3.0
2.3
6.3
4.6
1.3
9.2
5.3
55.8
15.9 

o.
lo.L

3.
19.
20
20
15
13
21
26
10
23
17
23
522

17
17
12
16
454

3

4

4

3

4

 
2
 
1

3

 

5
 

i

4.78
4.151
4.33
4.43
:.
3.88
3.96
3.78
3.74
3.60
3.95
3.74
4.04
3.74
3.72
4.31
3.78
3.81
3.91
3.62
3.49
3.37
3.37
3.46
3.36
3.39
3.89
3.86
3.96
3.69
4.26
3.51
3.91
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''"% 

林和址
土壊苗教 支局 出弦所 承衆国 海拔髙 位笠

傾并方向何m度
母岩又は地質系統

Compart

Soil No. Branch 
office

Forest- 
range

Work- 
ing 

,circle

ment 
and 

Subcom- 
part ment

Topo-
Altitude graphica 

position
Ex - 

posure
Gradi- Parent rocks or 

ent Formations

(m) (deg.)
209 名古屋 演松 引佐 31イ 418 中収» S E 20 ド部古生曆

210 Nagoya Hama— Inasa ク 364 !谷1 ク 10 Lower palaeozoic
211

matu
ク 355 中腹n ク 20

212 79 ロ 209 雄 « NW 15
213 ク 173 中腹>/* ク 10

214 ク 327 彳ド1 ク 15

215 81イ 364 峰 •9 S W 10
216 ク 345 |中腹»* ク ク

217 ク 327 谷1 W 20
218 86イ 255 中腹m NE ク

2i9 ク 236 tr i ク ク

220 濱名 56イ 180 ク ク S E 25 御荷笄僭

221 Hamana ク 218 中腹m ク ク Mikabu series
222 ク 255 峰 8 ク ク

223 ク 236 行1 S W ク

224 ク 255 中阪m ク ク

225 ク 282 峰 8 ク ク

226 冬橋 S橋
19 ロ 191 谷1 W 32 伽荷錄曆

227 Toyo- Toyo- ク 236 中腹m ク 30 Mikabu series
228 hasi hasi

ク ク 峰 8 ク 37
229 2I〇 273 谷1 ク 20
230 22 364 峰 8 N 30
231 ク 300 中 Uli m ク ク

232 ク 200 谷I ク ク

233 寳飯 1ハ 273 ク ク ク 40 我母片岩類及び花崗 

岩類

234
235

Hoi ク 309 中腹m ク ク

Mica-schists and
ク 364 峰 8 ク 35 granites

236 2イ 455 ク ク E 30
237 ク 473 中腹m ク 40
238 ク 364 谷I ク 35
239 11イ 400 ク •ク W 25
240 ク 418 中腹m ク 35
241 ク 436 峰8 ク ク

242 ク 382 谷1 S 25
243 ク 391 中腹m ク 35
244 ク 418

|
峰 8 ク ク

33

平灿標準木掛高J

Age Height of 
わ test tree q

m位|

Site 
uality pH

(jr
.o

)

車d
丑換酸度

Exchange b 
acidity

!/i

加水酸度

iydrolytic 
acidity

5 5如g
Exchange 
capacity

T

Exchange- 
able base 

s

Degree of 
Saturation

V

(m) 1
30 3.0 n 6.51 4.97 1.0 34.8 44.4 21.8 49.1
クI3.9 ク 6.36 5.10 2.0 36.1 34.5 11.1 32.2
クi 8.3 ク 5.90 4.81 0.8 42.3 42.6 15.2 35.6
ク 2.6 ク 5.14 4.12 10.1 44.5 49.5 20.6 41.6
ク丨3.5 ク 7.28 6.23 0.5 24.8 34.2 18.1 52.9
ク 9.1 6.41 5.13 0.6 34.0 37.8 15.7 41.6

34 2.2 ク 5.14 3.77 21.1 52.6 54.2 20.0 36.9

ク | 2.9 ク 5.13 3.84 16.3 53.0 52.8 IS.3 34.7
クi 3.6 ク 6.35 4.43 1.0 40.5 42.9 16.7 38.8
38 14.1 !1 5.66 5.01, 0.6 32.5 34.5 13.3 38.7

ク 15.6 ク 6.22 5.00 0.7 34.5 32.8 10.4 31.6
30 2.6 a 5.96 4.37 2.9 34.0 42.4 20.3 47.9

ク ク ク 5.65 4.22 5.3 35.0 44.0 21.3 48.3
ク 4.7 ク 6.31 4.58 1.2 30.8 38.1 18.1 47.5
ク ( 20.4 I 6.29 5.12 0.6 26.5 32.3 15.1 46.7

・ク 18.2 ク 5.83 4.54 1.6 45.5 47.1 17.5 37.1
ク 15.6 ク 5 .泌 4.87 1.0 35.1 39.1 16.4 41.8

43 12.4 0 5.53 4.32 5.8 33.4 42.8 21.1 49.3
ク 10.2 ク 5.27 4.15 8.2 36.8 46.0 22.1 48.0
ク 4.7 ク 4.87 3.66 39.3 58.4 60.9 23.0 37.7
47 12.0 ク 5.78 4.52 0.0 31.5 35.7 15.2 42.6
44 5.9 ク 5.00 4.02 12.1 57.1 58.5 21.4 36.6

ク 8.2 ク 4.84 3.95 21.5 54.5 57.8 22.4 38.7
ク 10.1 ク 4.99 4.02 13.9 58.0 60.4 ' 22.6 37.5
22 15.0 I 4.87 4.12 7.8 55.0 57.5 21.7 37.8

ク 9.0 n 4.77 4.07 13.2 57.5 . 59.9 22.5 37.6
丨 ク 8.0 0 4.73 4.00 14.6 64.5 64.7 22.8 35.2

42 12.01 ク 4.66 3.77 24.31 92.3 82.8 22.8 27.6
ク 17.0 n 5.06 4.13 12.9 53.1 56.9 22.3 39.3
ク 18.0 ク 4.65 3.95 16.5 68.6 67.4 22.8 33.8
41 16.0 ク 4.76 3.96 13.8 85.3 78.0 22.6 28.9

ク 18.0 ク 4.61 3.93 13.9 81.6 75.8 22.8 30.1
ク 10.0 0 4.87 3.99 13.0 64.0 65.2 23.6 36.2
ク 20.0 I 4.35 3.86 18.5 85.0 78.3 23.1 29.5
ク 17.0 n 4.85 4.06 10.4 64.6 65.3 23.3 35.7
ク 18.0 ク 4.64 3.93 11.1 61.8 63.6 23.5 36.9
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土壊桥號 支ra 出張所 事業〕［
"劃班 
林相说 海拔离 !位 傾幼方NJ師并度 •母岩又は地質系統

Compart

Soil No. Branch 
office

Forest- 
range

Work- 
ing 

circle

ment
and _ 

Subcenv 
partment

Topo-
Altitude «raphica 

position

Ex- 
posurc

Gradi-
enc

Parent rocks or 
Formations

1 (m) (deg.)
245 名古屋 豊橋 加茂 12イ 364 :谷 1 N 27 w
246 Nagoya Toyo- Kamo ク 373 中腹 m ク 30 Gra nites

247 hnsi
ク 382 峰 8 ク 13

248 12ハ 364 谷 1 w 43

249 ク 400 中腹 m ク 32

250 ク 427 峰 3 ク 40

251 12a 455 ク ク E 42

252 ク 409 中股 m ク 30

253 ク 400 谷 l ク ク

254 7イ 364 ク ク s ク

255 ク 382 中腹 m ク 38

256 ク 409 峰 8 ク 39

257 新城 段戶 338イ 670 谷 l E 5 靈・母片岩及び花崗岩 
類

Mica-schists and
258 Sinsiro Dando 338ハ 740 中腹 TH ク 30
259 ク 790 峰 8 S E 40 granites
260 180イ 820 ク ク E 10

261 181イ 810 中腹 7ZI SS W 20

262 172イ 730 谷 I ク 30

263 股樂 31.イ 760 中腹 NW 20 石英粗而岩・類

264 Sidara ク 730 ク ク ク 30 Liparites
265 ク 790 峰 8 ク 10

266 愛知 大杉谷 82イ 764 峰 S S 30 古生暗
267 Aiti Osugi— ク 709 中腹 g ク 34 Palaeozoic
268 dani

ク 636 谷 I ク 37
269 ク 764 峰 S N 30
270 ク 709 中腹 7/i ク 26
271 ク 636 容 I ク 35
272 ク 764 峰 3 W 32
273 ク 709 中腹 in ク 34

274 ク 636 谷 I ク 39

275 ク 709 峰 8 E 31

276 ク 673 中腹 m ク 38
277 ク 655 谷 I ク 37

278 M田 七宗 19 - 460 i 中腹 iib SW 30 古生届
Ota Hltiso 1 Paia eozoic
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年姑胃

Age ,'

1 !

準木樹髙地位

leight of Site 
est tree quality pH

(ir
2〇

)

〇 !

〇

扌E
丑換放度

-xchangc F 
acidity

!/i

加水酸度

ydrolytic 
acidity

!/i

置換容址置換性鹽基1鹽基飽和度 

exchange Exchange- Degree of 
capacity able base Saturation

T S V
1

27
(ni)
11.6 n 5.62 4.28 6.3 44.0 51.4 22.8 44.3

ク 12.0 > 5.52 4.22 ■ 5.0 36.0 45.8 22.4 48.9
ク 9.0 n 4.96 3.96 i 14.8 45.1 53.1 23.8 44.8

% 12.9 n 5.39 j 4.29 ! 3.4 1 42.5 50.1 22.5 44.9
ク 13.5 i 5.30 4.31 | 3.1 31.4 43.4 23.0 53.0
ク 10.0 ii 5 22 4.15 8.6 36.3 47.3 23.7 50.2

,29 ? 〇 o 5.46 4.26 4.6 35.0 45.9 23.1 50.4
1ク

12.6 ii 4.95 j 4.15 13.0 55.0 60.0 24.3 40.5
ク 14.3 ク 5.36 4.28 3.4 36.8 46.4 22.,5 48.4

〇2 10.2 クい 5.51 4.40 3.8 38.0 46.2 22.5 48.7
ク 7.7 13 5.30 4.30 4.8 32.4 44.2 23.2 52.4
ク 6.0 ク 5.10 4.21 8.4 35.0 46.2 23.4 50.7

27 16.1 I 5.32 4.61 4.8 35.6 44.9 21.8 48.5
ク 11.4 n 5.23 4.31 5.5 40.0 48.6 22.6 46.4 '
ク 5.8 m 5.13 4.26 1.5 42.5 49.1 21.4 43.7

22 8.1 ii 4.61 3.95 20.6 97.8 86.8 23.2 26.8
ク 13.4 i 4.64 3.95 14.6 70.0 68.6 23.1 33.7
ク 16.1 ク 4.62 3.77 14.1 75.6 72.3 23.2 32.1
32 15.5 u 5.71 4.80 0.5 39.5 36.4 10.7 29.4

ク 8.6 13 4.99 4.26 20.5 75.0 70.0 21.2 30.3
ク 3.5 ク 4.98 4.28 8.3 59.4 60.9 22.3 36.6

34 7.7 13 4.57 3.86 14.8 58.4 60.4 22.4 37.1
ク 9.1 ク 4.65 3.93 17.0 62.3 62.4 21.9 35.2
ク 12.8 I 5.00 4.24 6.5 46.6 50.8 20.5 40.4
ク 5.7 DI 4.60 3.91 18.8 63.3 62.3 2L 2 34.0
ク 7.5 ク 4.44 3.95 14.1 71.5 67.6 21.2 31.3
ク 10.5 1! 4.54 3.92 41.0 68.1 65.8 21.5 32.7
ク 7.3 n 4.45 3.62 14.6 69.0 66.8 21.9 32.8
ク 8.9 ク 4.47 3.81 12.8 61.5 62.1 22.1 35.6
ク 12.5 I 4.55 4.03 23.6 59.3 61.1 22.6 36.9
ク 6.3 DI 3.96 3.27 44.8 116.0 98.0 22.6 23.1
ク 9.6 II 4.43 3.76 22.3 70.3 67.2 21.5 32.0
ク 12.8 I 4.55 4.12 7.8 50.4 54.7 22.0 40.2

43 6.3 13 j 4.48 3.95 18.0 68.0 67.6 23.4 34.6
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備 考 pH價は封数値であるから,そのまゝ算術平均をしたのでは此の平均値が得られないとい 

ふ(3)が,算術平均を行つても誤混が甚だ少いから,甘！・算の煩雜を避け,算術平均を行つ 

た。以下平均pH價は全部算術平均値である。

37

acidity

91
acidity 

め

役換酿度 加水酸度 置換容廉
I I

Exchange Hydrolytic Exchange 
capacity

T

7.4 48.0 50.2

9.7 54.8 58.6

6.3 72.2 67.7

15.8 59.3 61.9
14.4 74.5 70.7
18.0 51.4 56.7
15.6 58.0 60.5
11.7 51.5 54.8

12.3 67.1 66.0

地位

Site 
quality

n
i
ii

5.41

標年木樹离

I leight of 
test tree

?mj
17.1
16.1

13.4
8.7

3.0

13.0

12.0
14.8

年齢

Age

43
28
41
23

ク

40
48

咒换性鹽基|囲基飽和度 

Exchange-Degree of 
able base Saturation

s v

23.0 39.2
20.8 30.7
23.4 37.7
22.3 31.5
23.3 41.1
22.8 37.7
21.3 38.9
22.5 34.0

19.1 39.9



土壤の1)]1價ざフ、ギ苗木生長ざの關係

PLATE 1Itduf ion l)(4t\vc( n pl I vnliK1 and growth of seedlings of Sugi m pot cuUun'S.

2 a 3 a 4 a
PH 4 75〜5.20 Pl( 622〜6.50 pH 6・89~6・81

2 b
I'H 4.75 〜4.89

3 b
pH 6 22 〜6 62

I C
pH 4-06~4-43

2 c 3 c
plI 4.75〜5.24 pH 6-22-660

4 b
pH 6.89-6-92

5 b
pH 7 89〜754

イI岡版

pH 4.06 〜4.50
5 a

1>H 7・89～7.69
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A CONTRIBUTION TO THE STUDY OF THE ACIDITY AND THE

DEGREE OF SATURATION OF THE SOILS UNDER SUGI

[Cryj)fo))icria japo^ica Don.) SI AN DS 展)

By

Masataka Ohmasa

There are many acid forest soils in Japan, and S. Gloriya (17) in his study 
on the resistance of all the important trees to soil acidity, has shown that the 
Sugi [Cryptonicria japonic a Don.), the commonest of conifers in Japan is very 
susceptible to the action of soil acidity, lhese facts led the writer to investigate 
the case in which the soil acidity ヽヽ’山 act on the growth of Sugi as a limiting 
factor.

Therefore, the active acidity, the exchange acidity, the hydrolytic acidity and 
the degree of saturation of the surface soils of Sugi stands were determined, 
and the results obtained were studied in relation to the site factors and the site 
qualities.

286 soil samples were taken at the depth of 〇～iocm. in the even-aged 
artificial stands of Sugi belonged to the Crown Forest. The localities (the 
working-circles) where the samples were taken are shown in the following map.
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The samples f?om each plot were thoroughly mixed, air-dried, passed through 
a 2 mm. sieve, and the determination was carried out by the method recommended

by 〇. Lenirnermann (13). The pH values were obtained by the quinhydrone 
method, with suspensions of 1 part oi soil in 2.5 parts of water or 1 N-KC1 
solution. The exchange acidity, the hydrolytic acidity and the degree of saturation 
were determined by Kappen's method (8). For the identification of parent 
rocks, the geological maps (1 : 200,00〇) were used as well as macroscopic and 
microscopic observations of the rocks procured fi-om each plot.

The results obtained in the investigation thus far arc given in Table 1, and 
the distribution of each v.iluc is shown in the tables 2, 3, 4 and 5 where pH(h2O) 
represents the pH value in aqueous suspension and pH(KC1), the pl I value in I 
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\-KCl suspension. According to these tables, the acidity of the soils of Sugi 
stands arc by f.u- less than that of the soils under conifers in Europe, but 
much stronger when compared with that oi the agricultural soils (6) in this 
country. These relations are given in Fig. 3.

There arc many factors that affect the acidity of forest soils. So far as this 
investigation is concerned, however, only the topographical position and the 
character of parent rocks seen】 to influence the aciuity of soils as the tables 6, 7,S 
and 9 show. The tables 8 and 9 indicate, moreover, that not only the acidity but 
also the exchange capacity, and the exchangeable bases vaiy according to the 
parent rocks.

It is rather difficult to determine the resistance of Sugi to the soil acidity 
when the soil samples used arc limited to those of the surface soils, as the samples 
in this investigation arc. Since the rootlets of Sugi develope principally in the 
surface layer (16, 20) on the one hand and the surface soils bear the characteristics 
of parent rocks on the other, it is important to study the acidity of the surface 
soils in relation to vegetation, and, therefore, the writer intended to compare the 
acidity of soil and the site quality. The results of the comparison in Fig. 1. 
indicate that Sugi is the species tolerating rather considerable variations in soil 
reaction, the optimum being on the acid side.

To acccrtain the fact above mentioned, the experiment in pot cultures were 
adopted, which the writer made at the Tokyo Imperial University, preparing acid 
and alkaline soils by the use of NaOl I and 112SO4. The results are shown in 
Table 12 and Plate I.

Colleration coefficients were obtained between some of the values of the
experiment, and the results arc summarized as follows :

between pH(h2o)and pl I (KC1) r=+o.86±o.oi 
pH(h»0) and hydrolytic acidity r=-0.78 ±0.02 
pH(KC1) and hydrolytic acidity r=-0.76+ 0.02 
pH(h2O) and degree of saturation .... r=+0,49土0.03

As is seen above, there exists a good linear relation between pl I(H20) and 
pH(KC1) and the curve, fitted according to the method of least squares, follows the 
straight line equation as Fig. 2 shows.

y=o.836 4；4-0.005
where * and y represent respectively
pH (HQ) and pH (KC1).
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The relations between pl I(H O) or pH(KC1) and the exchange acidity arc given 
in the tables io and 11. The tables also show that no distinct variation can be 
seen in the exchange acidity when the pl I(u2o； values arc greater than 6 and 
pH(KC1) greater than 5.
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